
                                     別紙１ 

令和８年度岡山県災害廃棄物連携強化等業務 技術提案書等作成要領 

 

１ 技術提案書の作成 

  技術提案書については、本要領に沿って作成すること。 

 

２ 技術提案書の作成方法 

（１）技術提案書の提出について 

  ① 様式第４号のとおりとし、用紙はすべて A4版で作成すること。 

   ② 使用する言語は、日本語とし、文字のポイントは１０．５ポイント以上とすること。 

  ③ １部は袋綴じし、提案者名を表紙に記載したうえ、提案者の担当部門及び責任者を

明示すること。（これを正本という。） 

  ④ 正本以外の技術提案書（これを副本という。）を４部作成すること。副本には、表

紙に提案者名を記述しないこと。 

  ⑤ 技術提案書には、正本を除き、提案者名及び提案者を類推できる表現を入れないこ

と。体制図等については、Ａ社というような表現で記述すること。 

（２）技術提案書の内容について 

     技術提案書に記載すべき各項目の内容及び留意事項は下表のとおり 

   なお、参考様式を示すが、下表の内容が含まれていれば、参考様式に従う必要はな

い。 

   項    目          内容に関する留意事項 

１ 業務への取組姿勢 

 

①業務への取組姿勢を示すために、本業務の特徴を踏まえた

業務実施の着眼点や実施方針を記載すること。 

②業務実施行程計画については、提案者が想定する作業スケ

ジュールを具体的に示すこと。 

２ 

 

 

 

 

業務実施体制 

 

 

 

 

①配置予定の管理技術者、担当技術者を記載すること。 

②担当技術者は、実施する分担業務ごとに代表技術者を１名

まで記載できる。 

③業務実施体制図として業務の分担状況、配置人員、管理技

術者及び担当技術者の役割がわかるよう記載すること。 

３ 予定技術者の経歴

等 

配置予定の管理技術者、担当技術者について、経歴等を記載

すること。 

４ 

 

業務内容に係る技

術提案 

①グループワークの実施にあたっての考え方や実施手法・内

容等を具体的に記載すること。 

②研修会及びフォローアップ研修の開催に当たっての考え

方や実施手法・内容等を具体的に記載すること。特に受援



計画の策定支援の具体的な手法を示すこと。 

５ 過去の実績 次の実績を記載すること。その業務内容が判断できる資料

（特記仕様書等）を添付すること。  

① 過去の災害において、災害廃棄物処理の実務（処理業務、

仮置場の管理業務、自治体のマネジメント支援業務等）

に関わった実績（最大５件まで） 

② 災害廃棄物処理に係る訓練・研修業務を国又は地方公共

団体から受託した実績（最大５件まで。令和５年度～令

和７年度に事業実施し完了した業務に限る。） 

６ 

 

その他 

 

本業務を実施する上で、有効・有益と思われる提案があれば

記載すること。 

 

（３）見積書について 

   様式第７号により添付すること。 

① 任意の様式で積算根拠を添付すること。 

② 限度額は、5,984,000円（消費税及び地方消費税を含む。）であること。 

③ 正本１部については、本件の参加資格確認申請書に使用した印鑑を押印すること。 

④ 副本４部には、提案者名及び提案者名を類推できる表現を入れないこと。 

 


